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九博を愛する会会員の皆様、コロナ禍の中、どのようにお過ごしでしょうか？ 
私たち愛する会の活動は感染予防の観点から、【特別展示観覧例会】・【九博の花植え
活動】以外はほとんど休止の状態が続いております。本当に残念です！ 
ところで本年の事業計画の中に、４階の文化交流展示室にて九州国立博物館の学

芸員さんたちが自ら企画する【特集展示】を応援することを掲げていました。 
従来、九博ボランテイアＯＢの会【博悠会】の皆さんが主催していた【九博展示

品解説講座】に共催してはいましたが、この流れの中で本年度、九州国立博物館は
学芸員さんが解説する【きゅーはく☆とっておき講座】を主催、概ね土日の午後開
催、一般公開、先着順、聴講無料として再スタートすることになりました。 
この講座に参加して、学芸員さんが企画する特集展示を学習し、多くの方々に告

知・宣伝をすることは【私たち九博を愛する会】の大切に事業のひとつになると考
えます。皆さん！ぜひ一緒に聴講・応援しましょう！ 
次回の【きゅーはく☆とっておき講座】はミュージアムホールにて 11 月 14 日

（日）12 時 30 分受付開始、先着順。１３時３０分開演。ミュージアムホールにて 
【手わざー琉球王国の文化―】を企画課の桑原学芸員が解説をします。聴講は無料
ですが、観覧料（70 才以上無料）・駐車場代は掛かります（昼間の開館時間内であ
り、一般客扱いになります）！しかし【その費用を支払う以上の価値ある解説会で
す！】ぜひ、皆さんふるって参加し九博を応援していきましょう！よろしくお願い
申し上げます！                         川添廣志 
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特集展示「手わざ ―琉球王国の文化―」 

九州国立博物館 企画課 研究員  桑原 有寿子 

 

4 階文化交流展室では、10 月 19 日

（火）から 12 月 12 日（日）までの日

程で、特集展示「手わざ ―琉球王国の

文化―」を開催します。沖縄県立博物

館・美術館が平成 27 年度より行ってき

た、失われし琉球王国の文化財を取り戻

す事業の成果を紹介する展示です。 

琉球は、古くから海洋交易で栄えてい

ました。1429 年に尚巴志（1372〜

1439）が統一王国の琉球王国を樹立す

ると、王府の統制のもと、亜熱帯の気候

を生かした琉球特有の美術や工芸の文化

が花開きました。1470 年、王臣であっ

た金丸（尚円、1415〜1476）が王位を

継ぎ第二尚氏時代が始まると、王国文化

は黄金期を迎えました。中国との朝貢貿

易や、日本や東南アジアとの中継貿易を

背景に、様々な地域の影響を取り入れな

がら独自の美意識を作り上げていったの

です。1609 年の薩摩藩による琉球侵攻

以降、琉球王国は中国（明・清）と日本

（薩摩藩）に両属することになりまし

た。同じ頃、中国・日本に献上する品々

や、王家が使用する祭祀具などを作る役

所「貝摺奉行所」が王府に設けられ、琉

球漆器をはじめ、絵画や三線などが製作

されました。貝摺奉行所製と思われる作

品の精緻な美しさは、一度見たら忘れら

れないものがあります。 

しかしながら、明治政府による琉球王

国の日本への併合や近代化、第二次世界

大戦時の地上戦などにより、琉球特有の

有形・無形の文化遺産は、様々なものが

途絶えてしまうことになりました。今回

の展示では、現代の職人が最新の研究を

もとに、琉球の技術「手わざ」を取り戻

す様子を紹介しています。蘇った琉球王

国文化の美しさとその秘密を、ぜひお楽

しみください。 
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特別展「海幸山幸―祈りと恵みの風景―」 

森實 久美子 

海と山に囲まれたこの地に暮らす私たちの祖先は、古来、その恵みを享受して生きてきまし

た。海と山は実質的な糧であるとともに心の栄養となり、また日本人固有の精神性の源ともな

っています。昨年、世界は一変し、私たちはそれまで当たり前だと思っていたことを突如とし

て奪われる経験をしました。我慢を強いられる生活のなかで、ふと目にした海や山の泰然自若

とした姿に心が救われる思いがした人は少なくなかったのではないでしょうか。 

展覧会タイトルの「海幸山幸」は、２つの意味を持っています。ひとつは、海や山から得ら

れる恵みのこと。もう一つは、『古事記』などにも登場する神さまの兄弟、海幸彦と山幸彦を

意味します。この展覧会では、宮崎を舞台に繰り広げられる海幸彦と山幸彦の物語を出発点と

して、海と山に囲まれるこの国に暮らす人々が、どのようにその恵みを得て、豊かな生活を営

んできたのかを様々な作品によってたどります。 

 

富士三保図屏風（左隻） 曽我蕭白筆 

江戸時代 18世紀 滋賀・MIHO MUSEUM ［展示期間：10月9日～11月14日］ 

 

●海幸 

「海幸」の一つとしてご紹介するのが、海

を越えてもたらされた人やモノです。7世紀

以降、遣隋使につづいて派遣された遣唐使や

留学僧たちは命がけで唐に渡り、かの地にお

いて最先端の政治や文化、思想を学びました。

空海や最澄らが持ち帰った最新の仏教が新

風を巻き起こしたように、唐から請来された

モノや情報はあらゆる方面において日本文

化の形成に大きな影響を与えました。精巧な

金銀器や唐三彩は、唐からもたらされたブラ

ンド品として珍重されました。 

 

重要文化財 花鳥獣文杯 

中国・唐時代 7世紀末～8世紀初頭 

兵庫・白鶴美術館
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●山幸 

 古来、人々は暮らしのそばにある山から

様々なものを得て豊かな生活を営んできま

した。山で獲れる動物も、山に生える木も、

山に眠る鉱物も、山から湧き出る水も、すべ

て「山幸」と言えるでしょう。 

木は、家や道具など生活に欠かせないもの

ですが、仏教伝来以降、多くの仏像が木によ

って造られました。宮崎県西都市の 2メート

ルを越える阿弥陀如来坐像は、江戸時代、全

国を巡り数多くの仏像をのこした木喰上人

の作品のなかで最大です。５体から成る五智

如来のうちの１体で、いずれもクスノキで造

られており、巨木や自然に対する崇敬の念が

感じられる像です。 

 

宮崎県指定有形文化財 

木喰作 阿弥陀如来坐像(五智如来のうち) 

江戸時代 寛政6年(1794) 宮崎・西都市 

海と山に囲まれた私たちの身近にはたくさんの「海幸山幸」があふれています。本展を通し

て、皆さんそれぞれの「海幸山幸」を見つけていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音 声 検 索 は 

 

で 検 索 し て ね ♫        
九博 ラジオ 🔍 
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＜博物館科学課＞ 環境保全室の取り組み 

 

 

博物館科学課では文化財の展示や保管の

ための環境保全を行っています。温湿度の

変化によって文化財の劣化を招いたり、虫

やカビの被害にあったりしないよう、博物

館科学課が中心となり活動をしています。 

 

温湿度の管理 

文化財は紙や木、金属、土など様々な素材

でできています。文化財の素材や状態に合

わせた温度と湿度を展覧会や作品ごとに検

討し、適した環境を作れるよう空調や調湿

剤を用いて調整をしています。温湿度が適

切に保たれているか、毛髪計やデータロガ

ーを見ながら確認しています。 

 
展示室に設置されている毛髪式温湿度計 

 

これらの機器は、展示室や展示ケースの

中にも置いてありますが、九博では専用の

ケースに入っていますので、あまり存在に

気づかれていないようです。 

 

虫対策 

数多くいる虫の中には、紙や木でできた

文化財を食べてしまうものもいます。九博

では、IPM (Integrated Pest Management、

総合的有害生物管理) という考え方に基づ

いて、できるだけ化学薬剤に頼らない方法

で文化財の保護に取り組んでいます。 

館内では、虫の状況を把握するために、約

400 個の粘着トラップを配置し、毎月どこに

どんな虫がかかっているのか調査していま

す。また虫の餌やすみかとなる場所を減ら

すために、館内の清掃に取り組んでいます。 

受入れ作品と一緒に文化財害虫を持ち込

んでしまうことがないよう、殺虫処理をす

ることもあります。できるだけ薬剤に頼ら

ず、二酸化炭素や窒素を利用するなど、人に

も環境にも優しい方法で行っています。 

このような取り組みは、周りのご協力が

大変重要なため、IPM 活動への理解を広め

るべく研修を実施しています。また賛助会

のご協力を得て、IPM グッズを作りました。

文化財にとっては害虫とはいえ、虫自体は

健気でかわいいものです。 

 
IPM グッズ 

 

野鳥の衝突防止 

九博は、周囲の豊かな自然を映し出す美

しいガラス張りの外観で親しまれています。

ところが、周辺の野鳥が森と見間違えてガ

ラスに衝突してしまうことがあります。こ

のような事故を減らすために調査を行い、

対策を館内一体となって考えています。 

建物周辺にミミズクの置物を置いてみた

り、危険を知らせる鳥の鳴き声を流してみ

たりしました。現在は、建物の存在を知らせ
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るため、早朝や夕方にブルーLED ライトを

点灯しています。鳥対策とはいえ、暗い中で

ぽぅっと青く光る、日中とは違った九博の

姿も、機会があればぜひお楽しみください。 

また、これまで九博で確認された野鳥を

イラストにしました。季節によって見られ

る鳥も異なります。冬の散歩道では、地面で

枯れ葉をひっくり返しながら虫を探してい

るシロハラや、数羽の群れをなして木々を

飛び回っているエナガに会うことができま

す。ぜひ九博周辺を散策してみてください。 

 
ブルーLED ライトが点灯した夜の九博 

 

九博周辺の鳥の剥製は、時々、文化交流展示

室で展示されます 

 

「きゅーはくどうぶつえん」でも周辺の野鳥を紹介しました 

富松、松尾、渡辺、和泉田、木川  
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南駐車場わきの階段花壇を終え、それなりに会話も弾みフラワーポットが並べてある

イベント広場にやってきました。ふと振り返ると散水用のホースと運搬台車をもとの

場所に置き忘れたことに気が付きました。息を切らしとり帰ってきたころには、先ほ

どの作業で手慣れた皆さんは大半の作業を終了していました。そこへ絵に描いたよう

に、理事長が焼きたての梅ケ枝餅を抱えてやってきました。このあとは皆さん、いう

間でもなくペット茶を片手に餅を頬張るお子ちゃまの笑顔に。お疲れさまでした～ 

有難うございましたの心。 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―あとがきー 

先日、九博の花壇の花植えに参加しました。愛する会がお手伝いをしていまし

て、久しぶりの外での活動です。久しぶりに会員の皆さんとお会いしての語らい

楽しい一日でした。青空と太陽と緑の木々の下で作業をしていると生気が蘇って

くるような気がします。コロナも漸く下火になって緊急事態宣言も解除となりまし

た。十分気を付けながらもっと外へ出よう、野山ヘ出かけようと思います。 

                           （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


